
団体名： 清須市商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 76.0 ％） （達成度 126.7 ％） Ｂ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 99.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 118.0 ％） （達成度 104.1 ％） Ａ Ａ 下げる 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 138.0 ％） （達成度 169.3 ％） Ａ Ｂ 現行どおり 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 50.0 ％） （達成度 140.0 ％） Ｂ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 132.7 ％） （達成度 108.9 ％） Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部会への周知を徹
底し、事業協力者
及び参加者の増強
に努める。

目標
数値

110
実績
数値

146
目標
数値

90

指標
工業部事業参加延企業数 視察研修会は異業種交流を

図るため、商工業合同研修
会を開催し、部会員同士の
親睦が深まった。また、地
域活性化・集客力アップに
繋がるイベント事業に協賛
することで街づくりに寄与
することができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
98

部会・委員会事業
（商業振興事業）
（工業振興事業）

部会活動を通して情報交換をし
たり、共同で各種事業を行うこ
とにより部会員同士の親睦が深
まり、部会活動の活性化に繋が
り、地域振興やまちづくりにも
寄与する。

・商業部事業参加延企業数
　　146社
・楽市券発行事業市内取扱店
　  321社
・工業部事業参加延企業数
    98社

商工業者
中小・小規模

事業者

指標
商業部事業参加延企業数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現行どおり実施
し、更なる地域活
性化を図る。

○

目標
数値

20,000
実績
数値

10,000
目標
数値

清須産業まつり来場者数

指標

春日五条川さくらまつり来場者
数

催事をとおし地域住民に地
域産業・地域資源・観光資
源の周知をすることでき、
参加企業にとっても企業Ｐ
Ｒの機会となった。

総
合
評
価

Ｂ

5,000
実績
数値

7,000

祭典事業
（春日五条川さく
らまつり・清須産
業まつり事業）

祭典事業の集客力を活かし、地
域の経済活動を促進し、地域産
業（地域資源）ＰＲの機会とと
もに、地域の総合的な振興を図
る。

・清須産業まつり
　　開催時期　10月12日（日）
　　来場者数 　10,000人

・春日五条川さくらまつり
　　開催時期　3月28日（土）
　　来場者数　   7,000人

一般市民
（まつり来場

者）
中小・小規模

事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部員の団結力を活
かし、事業活動を
積極的に推進す
る。

目標
数値

200
実績
数値

276
目標
数値

300

指標

女性部事業参加延企業数 経営に関する知識の習得と
各種施策普及を図ることに
より意識向上と地域振興及
びまちづくりに寄与する事
ができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
508

青年部対策事業
女性部対策事業

地域商工業の青年・若手後継者
及び事業に携わる女性を対象と
した講習会等を開催する。ま
た、地域活性化を目的とした各
種イベント事業の実施により、
地域振興やまちづくりに寄与す
る。

・青年部事業参加延企業数
　　276社
・女性部事業参加延企業数
　　508社

商工業者
中小・小規模

事業者

指標

青年部事業参加延企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

経営発達支援計画
に基づいた集団・
個別セミナーを開
催し講習会を実施
し支援者を特定し
重点的な講習会を
実施する。

○

目標
数値

50
実績
数値

59
目標
数値

540

指標

個別講習会参加延人数
小規模事業者にとって必要
な金融・税務・労働・新た
な販路開拓に向けてのデジ
タル化の知識を習得するた
めの講習会を開催し、事業
者の資質向上を図ることが
できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

562

講習会等

小規模事業者にとって必要な金
融・税務（電子申告・電子帳簿
保存法）・労働（働き方改革・
最低賃金引上げ）・新たな販売
促進、販路開拓に向けてのデジ
タル化の知識を習得する。ま
た、経営発達支援計画実施にあ
たり事業計画策定の講習会を開
催し、小規模事業者の課題に対
し啓発を図り、事業者の資質向
上と円滑なる事業運営に資す
る。

・集団講習会　　 　5回
59人
・個別講習会　　 36回
562人
　　　　　　　計　　 41回
621人 小規模事業者

指標

集団講習会参加延人数

商工会の施策普及の
一環の中で、記帳指
導に関する案内を作
成し、新規の対象事
業所募集に努める。
また高齢化による廃
業者が増えているた
め、目標値を下げ
る。

目標
数値

150
実績
数値

149
目標
数値

実績
数値

記帳継続指導により青色申
告制度の特典や税制改正に
伴う記帳指導で期限内申告
の適正化と、e-taxによる電
子申告指導を行った。
また、記帳機械化の事業所
は試算表による指標分析で
経営力強化の支援を行うこ
とができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導

個人事業主を対象に、正しい記
帳方法と決算・確定申告（電子
申告含む）、またインボイス制
度や電子帳簿保存法に関する指
導を行い、適正な税務申告と経
理の自計化や計算管理による経
営力の向上支援を行う。

・指導対象者数  　149社
・指導延日数　   　694日
・指導延回数　　1,822回

小規模事業者

指標

記帳継続指導対象者数

指標

目標
数値

2,550
実績
数値

1,939
目標
数値

30

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

経営発達支援計画
に基づき経営計画
策定を行い今後事
業所の経営発達に
努める事を重点項
目とする。
また、専門的な相
談及び支援が増加
し、1件にかかる
時間が増えている
ため、目標値を下
げる。

○
巡回・窓口相談指

導事業

コロナ禍からの脱却が進み、社
会経済活動の正常化が進みつつ
ある中、急激な物価高や円安、
高止まりを続ける資源・エネル
ギーの高騰、大幅な引き上げが
続く最低賃金への対応などによ
り、小規模事業者は引き続き厳
しい経営環境に置かれている。
このような状況の中、経営指導
員が中心となり全職員体制で事
業所に訪問し、金融・税務・労
務・補助金・助成金等に関する
様々な経営相談指導を行い、健
全な企業の育成を図る。また、
経営発達支援計画に基づき、経
済動向調査・経営分析・経営計
画策定・経営革新・創業等の支
援を行い、経営課題を把握しそ
の解決のための具体的な対策や
改善方法の提案を行う課題解決
提案型巡回を実施する。

・巡回窓口指導実企業数
　　　728件
・巡回窓口指導延件数
　　1,939件
・課題解決提案件数　38件
・持続化補助金採択件数
　（創業型第1回～第2回、
一般型第17回～第18回）18
件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
コロナ禍からの脱却が進む
中、急激な物価高や円安、
エネルギー価格や資源の高
騰など、小規模事業者に
とって大変厳しい経営環境
となったが、専門的な指導
の実施や情報提供機能の充
実強化により、小規模事業
者の問題点・改善点を提供
することができた。
また、小規模事業者持続化
補助金などの相談では経営
計画の作成指導を行い、経
営課題の解決に向けて寄り
添った支援を行うことがで
きた。実績

数値
38

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等



団体名： 清須市商工会

得られた効果 備考

　2025年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 87.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 102.5 ％） （達成度 60.0 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 77.8 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 92.3 ％） （達成度 104.5 ％） Ｂ Ａ 下げる 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 97.8 ％） （達成度 97.3 ％） Ｂ Ａ 下げる 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

税に対する情報提
供を主に事業の推
進にあたる。
また、廃業や解散
により加入者が減
少しているため、
目標値を下げる。

目標
数値

455
実績
数値

445
目標
数値

888

指標
青申会情報提供部数

法人会・青色申告会を基礎
とし、税務経理指導などの
情報提供を行ったことで、
商工業者の経営能力の向上
に繋がった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
864

税務関係団体指導
事業

（法人会・青色申
告会事業）

法人会・青色申告会等の税務支
援団体・地域貢献団体の活動サ
ポートや最新の税に関する情報
提供等の支援を行い、国・地方
公共団体、地域社会への貢献や
発展を目的とする。

情報提供部数
　・法人会　　445社× 1回
　・青申会　 　72社×12回

商工業者
中小・小規模

事業者

指標
法人会情報提供部数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事業PRを積極的に
行い、労働保険の
普及に努める。

目標
数値

235
実績
数値

217
目標
数値

67

指標

一人親方労災保険加入事業所数 組合加入者の事務の軽減を
図るとともに、労働保険に
加入できない事業主や家族
従事者も事務組合にて特別
加入保険に加入することで
き、経営の安定に繋げるこ
とができた。
また、法令遵守を指導する
とともに商工会事業のPRに
もなった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

70

労働保険事業
（労働保険事務組

合事業）

事業主が行うべき労働保険料の
申告納付、労働保険に関する各
種届出の事務手続きを行うこと
により、小規模事業主の事務処
理負担を軽減し、労働保険料の
適正な申告納付を図ることを目
的とする。

加入事業所数　　217社
　・労働保険料、一般拠出金の
　　申告及び納付
　・雇用保険に関する届出等の
　　手続き
　・労働保険の特別加入に関す
る
　　手続き
一人親方労災保険　　70件

組合加入事業
所

指標

労働保険加入事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事業者に周知を徹
底し、更なる利用
者増加を促す。

目標
数値

370
実績
数値

288
目標
数値

指標

会員事業所の経営及び雇
用については継続的な安
定を図ることができた。
また、各種共済加入によ
り事業主の生活安定や従
業員の福利厚生が充実で
きたことで、自己財源の
確保を図ることができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

福利厚生事業

会員事業所の経営・雇用の
安定化を図るために、福利
厚生事業及び健康推進事業
を積極的に実施し、企業の
健全な育成に資することを
目的とする。実施する際は
新型コロナウイルス感染症
対策を徹底する。

・生活習慣病予防検診
　 開催時期　 9～10月　206名
・中小企業共済加入者懇親会
   開催時期  12月11日　  59名
・新春初詣事業
   開催時期  １月22日 大雪の
為中止
・各種検定事業　珠算検定
   年４回開催　 23名

商工業者
中小・小規模

事業者

指標

事業参加企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

市内小規模事業者か
らの景況調査による
分析結果を広報誌や
ホームページ等で引
き続き公表する。
また、清須市の企業
情報や魅力などを伝
える仕事検索サイト
により、清須市での
就活支援を図る。

目標
数値

21,000
実績
数値

21,524
目標
数値

100

指標

KIYOSUのしごと登録件数
定期的な情報提供及びホー
ムページやFaceBookの更新
により、より広域に情報発
信することができた。、商
工会のＰＲにも繋がり、新
規会員事業所の獲得もでき
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

60

調査・広報事業
（広報事業）

中小企業・小規模企業関連の施
策利用の促進や制度の周知を図
るために会報誌事業「流れ」を
発行する。また清須市の企業情
報や魅力などを伝える仕事検索
サイト「KIYOSUのしごと」に登
録することにより、清須市での
就活支援を図る。

・施策普及資料の掲載及び
　配布　 年13回、延18,524部
・会報誌の作成
  年2回×1,500部
・KIYOSUのしごと
　登録件数　60事業所

商工業者
中小・小規模

事業者

指標

情報提供部数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

会員への周知を徹
底し、参加者の増
加に努める。

目標
数値

100
実績
数値

87
目標
数値

指標

地域の商工業者の間で異業
種交流を開催したことで地
域経済の向上を図ることが
できた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地域振興事業
（会員交流会事

業）

地域活性化に向けた各種事業に
取り組み、地域の商工業の発展
に寄与することを目的とする。

・情報交換会
   開催時期　　　 5月
   参加企業数　49社
・役員研修会
   開催時期   　11月
   参加者      　15名
・企業懇話会
    開催時期
　　7月15日・12月2日・3月24日
　　参加企業延23社

商工業者
中小・小規模

事業者

指標

事業参加企業数


